
株式会社はとバス

代表取締役専務 米田 信悟

はとバスの外国人マーケットに対する取り組み



英語でご案内するツアーの始まり

Ø 1952年7月～ 毎週 水・土・日 試験運行の開始

Ø 1953年6月～ 昼半日コース本格運行開始

Ø 1954年10月 夜コーススタート

Ø 1958年5月～ 昼一日コース開始 八芳園、椿山荘の庭園が人気

GHQをはじめとする米国軍人が主な乗客。
日系一世、二世の方の利用も多かった。（あわせて85％程度）



戦後の訪日外国人の推移

1950年 訪日外国人 25,000人

朝鮮戦争勃発

1951年 52,600人
1952年 72,100人
1953年 75,400人 対日講和条約発効
1960年 200,000人
1964年 352,832人 東京オリンピック
1970年 854,419人 大阪万博
1980年 1,316,632人
1990年 3,235,630人
2000年 4,757,146人
2010年 8,611,175人
2014年 13,414,000人



外客ツアーご利用人数の推移
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ピーク時は訪日数の6.7%がご利用
現在は訪日数の0.6%前後
将来は訪日数の1.0%を目標

ＴＤＬ開業



2014年1月～12月 ご利用実績

Ø 英 語コース 59,458名

Ø 中国語コース 16,643名 ＊2005年中国語ツアー運行開始

Ø 合 計 76,101名

Ø 訪日外国人数 13,414,000人（ＪＮＴＯ発表）

Ø 訪日客に占める割合 0.57%
Ø 運行車両数 2,436両（1日平均7台、平均乗車密度31.2名）

Ø 通訳案内士 ４４名

◆英語ガイド ２７名 （男性４名、女性２３名）

◆中国語ガイド １７名*（男性２名、女性１５名）

（中国語ガイドの内８名は中国、台湾出身者）

（*中国語ガイドで英語ガイド兼務者 女性２名）



• ハラル対応
• 礼拝

英語でご案内するツアー

日本文化（茶道・盆栽）などを体験でき
るツアーが人気。

お食事付のコースは、ベジタリアンや
ハラルへの対応も求められる。

都内バスツアー：9コース
郊外バスツアー：2コース



中国語でご案内するツアー

都内ツアーよりも郊外ツアー
（特に富士山方面）
フルーツ狩りやバイキング、
アウトレットなどを含んだコースが人気

都内バスツアー：7コース
郊外バスツアー：5コース

一方で、邦人向けバスツアーは・・・

日帰りバスツアー： 約250コース

宿泊バスツアー ： 約 80コース

邦人向けのツアーに参加していただくことで
ツアーの選択肢を広げることができる

（都内・郊外含む）



邦人向けツアーへの混乗への取り組み

ＧＰＳ多言語自動ガイドシステムＧＰＳ多言語自動ガイドシステム

ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ （ともだち）ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ （ともだち）

都内ツアーでは・・・・

2007年より利用開始。導入前まではカセットテープ等で対応。
バスの走行にあわせた案内はできていなかった。



TOMODACHIシステムイメージ

ＧＰＳ

専用コンピュータ

車内スピーカー

多言語レシーバー

現在は、英語・中国語・韓国語・スペイン語の4か国語に対応。
今後は８か国語へ対応予定。



郊外ツアーでは・・・・

元々、台湾からの日本へのリピーターが邦人向けツアーへ参加しはじめたのが始まり。
台湾では体験できない、雪見の露天風呂やりんご狩り等、郊外ツアーへの参加意欲が
高く、ガイドの案内が日本語しかないことにはあまり抵抗感がない。

マナーを守るようにお願いの文書（英語・中国語）

1. 集合時間厳守

2. 大きな声での会話を控える

3. においの強い食べ物の飲食を控える

4. リクライニングシートの使用マナー

5. 車内禁煙、携帯電話の使用禁止等



当社におけるインバウンド対策の課題

1. ツアーガイドの確保

2. ホテルピックアップ対応

3. 社員の外国語対応能力

4. 食事問題

ハラル対応以外でも

ベジタリアン等の対応が必要

（例）和食における「かつおだし」は、ベジタリアンに許容されない



都内におけるバスを取り巻く環境

1. バスターミナル・バスロータリーの不足

主な観光バスのターミナル：浜松町バスターミナル

駅前に設けられるロータリーは数が少なく、

路線バスで既に飽和状態。

2. 駐車場の不足

都内には圧倒的にバスの駐車場が少なく、

路上駐車で待機せざるを得ない。



現在の渋谷駅東口ターミナルの様子

路線バスだけが入れるものの、乗降中の車両、走行車両、待機車両で混乱状態



観光バス路上駐車の様子（新宿五丁目付近）

バス停前の雑居ビルに免税店があるため、バス停付近にも

かかわらず、観光バスが待機状態。

路線バスは定位置に停車できず、車線にはみ出して乗降をし

てもらっており、後方からの自転車にも危険がおよんでいる。



はとバスグループ １０年ビジョン2015策定

外客の獲得を成長のエンジンとしてとらえ、

観光バス事業、ホテル事業、観光船事業を

最注力事業として発展させる！

成長ストーリー

事業 現在 2023年度目標

観光バス事業 8.0万人 23万人

ホテル事業 3.1万人 4.3万人

観光船事業 0.8万人 1.4万人



インフラの整備

Ø 課題

・30年前の予約システム

・Ｗｅｂ上での決済が個人の英語のみ対応、スマホ対応の遅れ

・バスや乗り場にＷｉ-ｆｉ環境が無い

Ø 新システムの構築 2015年7月～2017年6月

• 予約システム

• 多言語対応Web
• スマホ対応

Ø 乗り場環境の整備

• ピクトグラム

• Wi-fi 環境など



多言語予約センターの設置

日本語以外のコールセンターを一元化
（英語・中国語・韓国語・スペイン語）

・バスの予約
・ホテルの予約
・観光船の予約

乗務員、添乗員
からのヘルプ
コールの受付



Thank you！


